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 ６月 30 日(金)に今年度の第 1 回全体会議を行いました。 
 土屋教育長の「予測困難な時代を生き抜く子どもたちを育むために、地域の

力が必要です。」というあいさつの後、各校の校長より今年度の学校運営方針

の説明がありました。「こんな子ども」になってほしいので「こんなこと」を
取り組みたい、そのために「こんな力」が地域から欲しいという観点で説明い

ただきました。 

 その後に、先の連携会議で確認された今年度の士幌町の基調テーマ「志～士幌の心＝魅力＆誇り＆未来」、
合言葉『大人の「本気」が子どもの「志」を育む！』の説明を行い、各運営協議会委員の思いの共有を図り

ました。 

 そして、いよいよ各 CS での熟議です。今回は「Challenge シート」に取
り組みたい活動を書き込む形で行いました。下に概略を示した通り、それぞ

れの CS で“ワイワイ＆ワクワク”しながら熟議が進められました。教育委員

会職員も加わり、各 CS の思いや願いを学校教育と社会教育が「共有」する
場となりました。また、最後には他 CS の Challenge シートを見て回ること

で、互いにとって参考となる機会も設けました。 

 このあとは、各 CS で実現可能な活動から順次推進していくとともに、「連
携会議」を開催して士幌の「地域学校協働活動」との一体的充実に結び付け

ていけたならいいな、と考えているところです。 

 士幌っ子の「志」を育む、士幌
の大人の「本気」を、一層引き出

していく歩みが継続されること

が、何より大切となります。 
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◆ジャガイモの花、小麦の色づき、雄花を付けたトウモロコシ…。この季節の畑は本当に美しい。まさに『農村ユ

ートピア』ですね。◆自宅の窓辺にネットを張って「ゴーヤ」を育てている。目的は「エコなグリーンカーテン」。

◆そうはいっても食べたいので、毎朝せっせと人工授粉に励んでいるのだ。              (渋谷) 

～好き・尊敬・愛着・自信 

～創生・交流・夢・発信 

～発見・創出・体験・体感 

 
士幌の 
心 

〇士幌のうまい‼をじゃがいもで！ 

～ジャガイモをとる、触れる、食べる 

〇士幌の自然を五感で体感！ 

～生き物、虫、魚、雪山・・・ 

～畑探検、迷路、刈取り後の小麦畑 

〇士幌小農園 

～グラウンドに畑！ 

～収穫祭。新メニュー（高校生監修） 

〇水難事故訓練 

～プールで。人口波。 

〇作って食べる 

〇異世代交流（３世代、４世代） 

〇遊べる場所、集える場所。 

〇開拓魂＆ふるさと愛＆見守り隊 

 ➡戻ってきたい！と思えるように 

〇地域の魅力発見～校歌を通じて 

～校歌の歌詞から学校や地域のよ

さ、歴史を発見（見つめる） 

〇自校のよさを発信 

～学校のシンボル創造 

〇士幌ではたらく？ 
～職場体験にとどまらない「深掘り」 
～キャリア教育、職業観形成 
～起業、アイディア、プレゼン、気力 
～町長、多職種人材、金融（資金運

用） 

〇持続可能、自己達成感・承認欲求 

～一つの題材で幼小中高 

～大人➡高➡中➡小➡幼と伝える、

教える機会 

～例：ジャガイモ、写真など 


